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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本研究は，SL理論（Situational Leadership Theory）の視座を援用して運動部活動
における指導者の効果的なリーダーシップについて検討している．SL理論は，1977年







応型アプローチの一つである SL 理論（Situational Leadership 理論）は、1977 年に







Effectiveness：PCE）」（Kavussanu et al.，2008）の 4つの側面（モチベーション PCE，


























略 PCE やテクニック PCE では、ほとんどのレディネスレベルにおいて指示的なリー













学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関して、論文審査委員及び公聴会出席者より、PM 理論と SL 理論の違い、
Sl 理論におけるリーダーシップ行動の名称、研究のオリジナリティ、選手に認知され
たコーチング効果が作成された背景、天井効果及びフロア効果の検討方法、レディネス
分類の検討方法などについて質問がなされたが、いずれも著者から明確な回答があり、
質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
